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1. 目的 
初期核融合炉の起動用のトリチウム調達手法として、高温ガス炉を用いる方法が提案されている 1）。高温工学

試験研究炉（HTTR : High Temperature engineering Test Reactor）では、キャプセルに封入したリチウム化合物を照

射して行うトリチウム生成回収試験に係る検討を実施してきた。そこで、HTTR を使用した国産のトリチウム生

成の実証試験に向けて、現状提案されている照射試験に係る事項の整理及び照射試験に対する課題を明らかに

することを目的とする。 
2. HTTR 及びトリチウム生成回収試験用の実験設備 
2.1 HTTR の概要 

HTTR は原子炉熱出力 30MW、最高原子炉出口冷却

材温度 950℃の性能を有し、高温の冷却材を利用した

水素製造技術の研究開発及び高温ガス炉固有の安全性

実証等を目的に建設された国内唯一の高温ガス炉である。 
2.2 トリチウム生成回収試験に係る現状の提案と課題 
トリチウム生成回収試験を実施するための実験設備は、照射

キャプセル、照射物挿入ブロック、スイープ管等により構成さ

れる。なお、これまでに製作はしていない。照射キャプセルは、

第 1 図に示す可動反射体 A 領域及び B 領域に装荷することがで

きる。A 領域は照射用スタンドパイプの下に位置しており、ト

リチウムの連続回収を可能としている。第 2 図に連続回収時

のキャプセル概念図を示す。キャプセルには、セラミクスで

被覆されたリチウム化合物の微小球が装荷されており、生成されたトリチウムは

スイープ管を通り炉外装置に導かれグローブボックス内で回収する。一方で、B
領域は、バッチ回収用の照射キャプセルを装荷し、セル内等で回収作業を行う。 
なお、試験時の照射するリチウム化合物について形状の制限はなく、現状提案

されている、リチウム微小球を照射する方法 1）及びリチウムロッドを照射する方

法 2）の両方に対応できる。 
HTTR の照射環境及び制限等を第 1 表に示す。今後に向けた代表的な課題とし

て以下が挙げられる。①効率的なトリチウム生成及び回収の達成を可能とするキ

ャプセルの設計に用いるための温度及び中性子束の詳細な炉内マップの整備。②

高温ガス炉特有の環境におけるキャプセル取扱技術の確立。 
3. 結論 

HTTR でのトリチウム生成の実証試験に向けて、これまでの提案と課題を整理

し、詳細な炉内マップの整備、高温ガス炉特有の環境に適応したキャプセル取扱

技術の確立等が必要なことを明らかにした。今後も、初期核融合炉の起動用のト

リチウム調達に資するため、HTTR を用いたトリチウム生成の実証試験に向けて検討を進めていく。 
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第1表 照射キャプセルの照射環境及び制限等 

第1図 炉心の水平断面図 

第2図 キャプセルの概念図 
（連続回収時） 
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